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今月の町勢

平成 23 年８月１日現在

■世帯数　１，２０５世帯

■人口　　　３，８５６人

　　男　　　１，８７１人

　　女　　　１，９８５人

■転入　　２人／転出　１３人

■出生　　２人／死亡　　３人
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は
つ
ら
つ
プ
レ
ー
で

は
つ
ら
つ
プ
レ
ー
で

交
流
の
輪

交
流
の
輪

　

７
月
８
日
（
金
）、
磐
梯
町
民
体
育

館
に
お
い
て
「
第
29
回
磐
梯
町
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

磐
梯
町
・
磐
梯
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
主
催
に
よ
る
大
会
に
町
内
16
の
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
多
く
の
高
齢
者
が
参

加
。
大
会
長
の
「
熱
中
症
に
注
意
し

て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
い
う
挨
拶
の
後
、
昨
年
度
優

勝
一
の
沢
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
優
勝
ト
ロ

フ
ィ
ー
の
返
還
と
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、「
ケ
ツ
圧
測
定
」、「
豚
追

い
競
争
」、「
空
と
ぶ
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」

な
ど
９
種
目
が
地
区
対
抗
で
争
わ
れ
、

日
ご
ろ
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
し

て
養
わ
れ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
ハ
ッ
ス

ル
プ
レ
ー
が
随
所
に
飛
び
出
し
、
盛
り

上
が
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。 

　

な
お
、
今
年
度
の
成
績
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

落

合

　

準
優
勝　

一
の
沢

　

第
３
位　

赤

枝

　

８
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
転
出
】（
カ
ッ
コ
内
は
転
出
後
勤
務
先
）

▽
第
一
小
学
校

　　　　
▽
第
二
小
学
校

　　
▽
中
学
校

　　　　　【
転
入
】（
カ
ッ
コ
内
は
転
入
前
勤
務
先
）  

▽
第
一
小
学
校

　　　　
▽
第
二
小
学
校

　　　

高齢者スポーツ大会高齢者スポーツ大会

学
校
関
係
人
事

ク
リ
ス
先
生 

お
元
気
で

▽
中
学
校

　　　　　　

先
生
は
、

平
成
22
年
８
月
か
ら
１
年
間
、
主
に
幼

稚
園
や
小
中
学
校
の
語
学
指
導
助
手
と

し
て
の
活
躍
は
勿
論
の
こ
と
、
町
の
英

会
話
教
室
に
お
い
て
も
講
師
を
務
め
る

な
ど
、
外
国
文
化
の
交
流
に
尽
力
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
語
学
指
導
助
手
の
任
を
離

れ
、
７
月
27
日
に
カ
ナ
ダ
に
帰
国
さ
れ

ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
本
国
で
の
更
な
る
活

躍
を
ご
期
待
し
ま
す
。

一の沢チームの選手宣誓

本年度優勝の落合チームへ表彰状とトロフィーの贈呈

競技種目：ケツ圧測定

農業委員会委員（選挙委員）へ当選証書の付与

　

７
月
10
日
（
日
）、
役
場
大
会
議
室

に
お
い
て
磐
梯
町
農
業
委
員
会
委
員
一

般
選
挙
当
選
者
に
当
選
証
書
が
付
与
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
満
了
に
よ
り
７
月
５

日
に
告
示
さ
れ
た
町
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
は
、
定
数
10
人
に
対
し
て
10

名
が
立
候
補
し
、
無
投
票
当
選
と
な
り

ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
結
果

　

当
選
証
書
付
与
式
で
は
、
当
選
者
ひ

と
り
ひ
と
り
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ

れ
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
が
同
日

開
催
さ
れ
た
選
挙
会
で
各
立
候
補
者
の

選
挙
権
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
報
告

し
、「
町
の
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

問
題
の
解
決
に
向
わ
れ
、
よ
り
一
層
の

ご
尽
力
を
ご
期
待
し
ま
す
」
と
祝
い
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
委
員
は
、
公
職
選
挙
法

を
準
用
し
た
選
挙
で
選
ば
れ
た
委
員

（
選
挙
委
員
）
と
、
農
業
協
同
組
合
や

土
地
改
良
区
な
ど
か
ら
の
推
薦
に
基
づ

き
市
町
村
長
が
選
任
し
た
委
員
（
選
任

委
員
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
選
挙
委
員
の
任
期
に
つ
い
て

は
、
7
月
20
日
か
ら
３
年
間
に
な
り
ま

す
。

磐梯町農業委員会委員
（順不同・敬称略）

氏名 行政区 選挙・選任の別
（推薦団体）

大寺二区 選挙

横 達 選挙

本 寺 選挙

法 正 尻 選挙

上 西 連 選挙

下 西 連 選挙

赤 枝 選挙

大寺四区 選挙

一 の 沢 選挙

赤 枝 選挙

上 西 連 選任（農業協同組合）

源 橋 選任（農業共済組合）

源 橋 選任（土地改良区）

布 藤 選任（議会）

源 橋 選任（議会）

落 合 選任（議会）
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６
月
30
日
（
木
）
か
ら
７
月

７
日
（
木
）
の
日
程
で
磐
梯
町

国
際
教
育
交
流
事
業
（
受
入
事

業
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
63
年
に
姉
妹
都
市
を
締
結
し

た
カ
ナ
ダ
国
オ
リ
バ
ー
市
と
の

間
で
、
文
化
や
歴
史
な
ど
の
触

れ
合
い
を
と
お
し
て
互
い
に
親

善
を
深
め
、
国
際
的
感
覚
と
理

解
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目

的
に
続
け
ら
れ
て
き
た
事
業
も

20
年
以
上
の
歴
史
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
磐
梯
町
を
訪
れ
た
の

は
、

と

オ
リ
バ
ー
青
年
大
使
の

さ
ん
と

さ
ん
の
４

名
。
使
節
団
は
、
来
日
翌
日
の

７
月
１
日
に
役
場
を
表
敬
訪
問

し
、
慧
日
寺
資
料
館
や
史
跡
慧

日
寺
跡
金
堂
を
見
学
し
て
町
の

歴
史
と
文
化
に
触
れ
て
か
ら
町

中
央
公
民
館
で
の
対
面
式
に
臨

み
ま
し
た
。 

　

対
面
式
で
は
副
町
長
が
「
震

災
の
影
響
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
磐
梯
に
来
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
う
れ
し
い
。
日
本
の
良

さ
、
磐
梯
の
良
さ
を
カ
ナ
ダ
の

方
々
に
ぜ
ひ
伝
え
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、 

オ
リ

バ
ー
青
年
大
使
の
２
人
か
ら
は

「
す
ご
く
新
鮮
な
こ
と
ば
か
り

で
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
。
い
ろ

い
ろ
見
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
い
」（

さ
ん
）、

「
カ
ナ
ダ
の
生
活
と
は
違
う
日

本
で
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
楽

し
み
」（

さ
ん
）
と

そ
れ
ぞ
れ
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
１
日
が

カ
ナ
ダ
の
建
国
記
念
日
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、

さ

ん
か
ら
カ
ナ
ダ
の
国
歌
が
見
事

な
生
歌
で
披
露
さ
れ
る
サ
プ
ラ

イ
ズ
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
し

た
。

　

週
末
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
と
も
に
磐
梯
で
楽
し
ん
だ
一

行
は
、
週
明
け
の
７
月
４
日
に

小
中
学
校
を
訪
問
し
、
授
業
や

部
活
動
に
参
加
。
幼
稚
園
で
は

園
児
と
一
緒
に
給
食
も
楽
し

み
、
磐
梯
町
の
教
育
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

翌
５
日
は
、
磐
梯
町
を
離
れ

る
前
に
役
場
を
訪
れ
、
引
率
の

夫
婦
が
「
磐

梯
町
に
も
家
族
が
で
き
た
。
町

長
を
は
じ
め
役
場
の
方
々
、
特

に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
オ
リ

バ
ー
に
戻
っ
た
ら
日
本
の
良
さ

を
伝
え
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
、
見
送
り
に
訪
れ
た
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
と

固
い
握
手
を
交
わ
し
、
町
を
後

に
し
ま
し
た
。

受
入
事
業

受
入
事
業

派
遣
団
結
団
式

派
遣
団
結
団
式

オ
リ
バ
ー
と
の
友
好
交
流　

７
月
13
日
（
水
）、
中
央
公

民
館
に
お
い
て
「
磐
梯
町
国
際

教
育
交
流
事
業
団
結
団
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
8
月
4
日
か
ら
10

日
ま
で
の
日
程
で
オ
リ
バ
ー
市

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
中
心
と

す
る
国
際
教
育
交
流
事
業
（
派

遣
事
業
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

結
団
式
で
は
、
磐
梯
中
学
校

生
徒
10
名
を
中
心
と
し
た
12
名

か
ら
な
る
派
遣
団
員
を
紹
介

し
、
町
長
が
「
実
際
に
生
の
英

語
を
生
活
の
中
で
学
べ
る
素
晴

ら
し
い
機
会
で
す
。
将
来
に
向

け
て
の
大
き
な
経
験
に
な
る
の

で
、
ぜ
ひ
交
流
を
深
め
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
け
て

 

町
国
際
交
流
協
会

長
が
「
自
分
の
目
で
見
て
、
耳

で
聞
い
て
、
体
で
感
じ
て
、
積

極
的
に
話
し
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
の
祝
辞
を
贈
り

ま
し
た
。

　

派
遣
団
生
徒
代
表
の

 

さ
ん
か
ら
は
「
カ
ナ
ダ
の
よ

さ
を
味
わ
い
、
文
化
や
歴
史
に

つ
い
て
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
英
語
力

を
伸
ば
し
て
２
学
期
以
降
の
学

習
に
生
か
し
た
い
で
す
」
と
力

強
い
決
意
表
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

役場庁舎前で記念撮影

派遣団代表生徒のあいさつ

史跡慧日寺跡において七夕の短冊に願いを込めました（一小）みんなで楽しく給食（幼稚園）

授業にも参加しました（中学校）

ホストファミリーと握手するオリバー青年大使 さん（右）

-
磐
梯
町
国
際
教
育
交
流
事
業-
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一小で世界一の縄跳びを披露
7 月 6 日（水）、第一小学校において「ばんだ

い宝っ子教室」が開かれ、ダブルダッチ（2 本

のロープを使って跳ぶなわとび競技）プロチー

ム「CAPLIORE」の皆さんを招き、縄跳びによ

る華麗なステージパフォーマンスを見せていた

だきました。

皆さんは、東日本大震災の被災地をまわり、

ダブルダッチをとおして児童たちに「愛」・「夢」・

「笑顔」を届ける活動に取り組まれていますが、

世界選手権で 2 回連続世界一に輝き、リーダー

がギネス記録を保持するなど、ダブルダッチ界

のトップチームとしても世界的に有名です。

児童たちは、目の前で展開される大技を驚き

の表情で見つめ、大きな感銘を受けました。
児童たちの目の前で世界レベルの技が披露されました

猪苗代支部消防操法大会
7 月 10日（日）、猪苗代小学校において「平

成 23 年度福島県消防協会猪苗代支部消防操法

大会」が開催されました。

磐梯町・猪苗代町両町からポンプ車の部と小型

ポンプの部を合わせて18チームが出場。選手達

は、真夏を思わせる暑さにも負けずに日頃の練習

の訓練の成果を十分発揮し、熱戦を繰り広げまし

た。

結果、磐梯町は、ポンプ車の部で 2 位入賞、

小型ポンプの部で２名が個人賞を受賞するなど健

闘を見せました。

グラウンドゴルフダイヤモンド賞受賞
7月 8日（金）、町中央公民館を磐梯町グラウ

ンドゴルフ協会の さん（本寺）が訪れ、

日本グラウンドゴルフ協会のダイヤモンド賞受賞

について報告しました。

ダイヤモンド賞は、日本グラウンドゴルフ協会

が認定する大会において、8 ホール中 3 ホール

以上「ホールインワン」をすると受賞できますが、

橋本さんは 4月26日に開催された第 1 回月例大

会で3つのホールインワンを達成しました。

ダイヤモンド賞受賞は、磐梯町グラウンドゴル

フ協会発足以来初の快挙となります。 さん、

表彰受賞おめでとうございます。受賞報告に訪れた さん（中央）

暑さに負けず熱戦を繰り広げた選手たち

（154）

なぜ　湯 殿 山 24
５ ．講中御姓名の記帳を御宝前へ捧

げ、何を祈るかというと、家庭安全、
息災延命、子孫繁栄、請願円満
合わせて、五穀豊穣、諸人が明る
く楽しむことができる。

６ ．お出でいただければ福智円満の
旨趣をまごころをもって顕わしま
す。
　講中御連名を牌銘に記しておき、
千日毎に一会あて供養法会を行い
永世怠りなく行います。
　今、諸檀那を勧誘して、仏と衆
生の平等の利益を頂こうと願うこと
です。
　この後は、行事日程として、代
拝日は開期来の４月８日。
・ ３か年に一度宛７月７日より９
日迄三夜三日の間日参４日供養
を行います。

・ １０月から３月迄は、雪中登山
成りがたく、本坊道場に於いて毎
日護摩供養を行います。

・ 永代月参講連中御山御初穂類鳥
目（銭の名称）４百８０銅。
　但し、御初穂は明年御参詣の
時御持参御納くださってよい。御
参詣できない方は、最寄りの方へ
あつらえ届けてくだされば、印符
引替申し上げます。
 羽州湯殿山表口別当　大日坊 印
 寛成十戌午歳次　九月吉辰
 発願木食　真如海
 同　役僧　懐全院　胎蔵院

　　（文・写真　國分）

湯
殿
山
永
代
日
参
講
発
願
帳
（
続
き
）

赤枝地区で親子ふれあい広場を開催
7 月 23 日（土）、赤枝

公民館において「親子ふ
れあい広場」が開かれま
した。

地区のお祭りとして行
われている下地蔵様祭礼
にあわせて開催されたも
ので、赤枝婦人会が 6 年
前から取り組んでいます。

地区の公民館に集まった子供たちは、ペットボトルを再利用
したエコ風鈴と 5 種類の風味のお団子づくりに挑戦しました。

参加者みんなで記念撮影

保育所で七夕
7 月 7日（木）、保育所

において七夕まつりが開か
れました。

園児達は「みんなのたな
ばたさま」の紙芝居を楽し
んだ後、それぞれの願い事
を書いた短冊を笹に丁寧に
飾り付けました。みんなで飾り付けをしました

新しく人権擁護委員が委嘱されました
7 月 1 日付けで

さん（更科団地）が新し
く人権擁護委員として法
務大臣から委嘱されまし
た。今後は基本的人権の
擁護と人権意識の普及啓
発への取り組みをよろし

くお願いします。
また、6 月 30 日付けで退任された さん（法正尻）、

長い間のご尽力大変ありがとうございました

新しく人権擁護委員に委嘱された
さん

社会を明るくする運動啓発活動
7月の「社会を明るくす

る運動」の強化月間に合
わせ、磐梯町の保護司及
び更正保護女性会の皆さ
んが啓発活動を行いまし
た。

7 月 1 日には、磐梯町
駅前や中学校校門前にお
ける街頭啓発活動を行い、

7月13日には、町内企業や小中学校を訪問して非行防止や犯罪
のない明るい社会づくりについて呼びかけを行いました。

街頭啓発の様子
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リゾートイン磐梯で花火イベント
7 月 17 日（日）、リゾートイン磐梯において

花火イベントが開催されました。避難者の方に
長期化する避難生活の疲れを少しでも癒しても
らおうと企画されました。

イベントは、午後 5 時から開始され、バー
ベキューやかき氷などが振る舞われました。ま
た、子供たち向けにくじ引きコーナーも設けら
れ、夕方の涼しさを楽しむ多くの方で賑わいま
した。

日が暮れてからは、手持ち花火などみんなで
楽しむ花火や、夜空を彩る約 120 発の打ち上げ
花火なども催され、大人も子供も夏を満喫でき
るイベントとなりました。夏の夕暮にみんなで楽しむ花火

炊き出しで涼しさをプレゼント（リゾートイン磐梯）
7 月 23 日（土）、リゾートイン磐梯において

炊き出しが行われ、見た目にも涼やかな冷やし
中華とサイダーが避難されている皆さんに振る
舞われました。

炊き出しを行ったのは、横田さん（東京都）
を中心とする 6 名の皆さん。『地産地消』をコ
ンセプトに、すべての食材を『道の駅ばんだい』
において地元産にこだわって調達し、会津産の
磐梯サイダーとともに 300 食分の冷やし中華と
して提供しました。

涼しくて元気がでるプレゼントに、食べた皆
さんに笑顔があふれ、夏休みに入った子供たち
からは「おいしい」との感想も聞かれるなど、
楽しい昼食の時間となりました。素敵なプレゼ
ントに改めて感謝します。涼しくて元気が出る冷やし中華が振る舞われました

鳩原小学校（南相馬市）4か月遅れの卒業式
7月17日（日）、磐梯第一小学校において鳩

原小学校（南相馬市小高区）平成 22 年度卒業
式が行われました。鳩原小学校は、原発事故によ
る警戒区域内にあるため、児童たちは卒業式を行
うこともないままに県内外の学校に転校し、学校
生活を送ってきました。そうした状況を知った避難
先のリゾートイン磐梯と磐梯第一小学校の関係者
が、鳩原小学校の教職員・保護者の皆さんと協力
し合って４ヶ月遅れの卒業式を実現させました。

卒業式終了後は、リゾートイン磐梯において「卒
業を祝う会」が催され、鳩原小学校の皆さんが一
同に会して再会を祝い、懇親を深めました。リゾートイン磐梯で開催された卒業を祝う会　

皆
さ
ん
は
「
高
温
注
意
報
」

を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ
は
、

気
象
庁
が
発
表
す
る
も
の
で
、

最
高
気
温
35
度
以
上
の
猛
暑
日

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に

熱
中
症
の
注
意
を
呼
び
か
け
る

も
の
で
す
。

　

原
発
事
故
の
影
響
に
よ
る
節

電
で
、
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
使
用

を
控
え
、
家
の
中
に
い
て
も
熱

中
症
で
倒
れ
る
人
が
多
く
な
っ

て
い
る
状
況
の
中
、
注
意
報
が

出
さ
れ
た
と
き
に
は
水
分
な
ど

を
こ
ま
め
に
摂
り
、
冷
房
を
適

切
に
使
用
す
る
な
ど
十
分
な
対

策
を
と
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
最
高
気
温
が

低
い
北
海
道
と
電
力
不
足
の
心

配
が
少
な
い
沖
縄
に
は
高
温
注

意
報
は
な
い
そ
う
で
す
。

　

熱
中
症
は
、
体
の
中
と
外
の

「
あ
つ
さ
」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
様
々
な
体
の
不
調
の
こ

と
で
、症
状
と
し
て
は
、め
ま
い
、

疲
労
感
、
虚
脱
感
、
頭
痛
、
吐

き
気
、
嘔
吐
、
失
神
、
け
い
れ

ん
、過
呼
吸
、意
識
障
害
、シ
ョ
ッ

ク
症
状
な
ど
が
あ
り
、
放
置
す

る
と
多
臓
器
不
全
と
な
り
死
亡

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防

と
し
て
は
、
暑
い
日
は
屋
外
で

の
作
業
を
控
え
、
塩
分
な
ど
の

電
解
質
が
入
っ
た
水
分
を
こ
ま

め
に
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

服
は
軽
装
で
通
気
性
や
吸
湿

性
に
優
れ
た
素
材
の
も
の
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。
屋
外
で
の
作

業
が
あ
る
と
き
は
、
直
射
日
光

を
避
け
帽
子
を
か
ぶ
る
よ
う
に

し
、
な
る
べ
く
日
陰
な
ど
で
休

憩
を
多
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
。
高
温
注
意
報
が

出
た
ら
、
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機

な
ど
を
上
手
に
使
っ
て
健
康
を

管
理
し
、
こ
の
暑
い
夏
を
の
り

き
り
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

磐
梯
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
５
３
０

介護保険制度についての Q ＆ A

《Q1》 住んでいる市町村によって介護保険料がちがうのは、どうしてですか？
《答 》 65 歳以上の方の保険料は、それぞれの市町村の高齢者人口や要介護者

数、介護サービスにかかる費用などで決まります。そのため、各市町村の
状況に応じて保険料もちがってきます。

《Q2》介護保険料を納めなかったらどうなるのですか？
《答 》 特別な事情がないのに保険料の滞納が続く場合、滞納している期間に応

じて措置がとられます。

1 年間滞納した場合
介護サービスを利用した時、いったん利用料を
全額自己負担し、あとから保険給付分（9 割）
が市町村から払い戻されます。

1 年６ｹ月間滞納した場合

介護サービスを利用した時に市町村から払い戻
されるはずの金額の一部もしくは全額が差し止め
られます。更に納めないと、差し止められた金額
から納めるべき保険料を引かれることもあります。

2 年以上滞納した場合

介護保険料の滞納期間に応じて、介護サービス
を利用した時の自己負担が 1 割から3 割に引き
上げられます。高額介護サービス費の支給が受
けられなくなります。

《Q3》介護サービスは利用していません。納めた保険料は戻りますか。
《答 》 介護保険制度は介護を社会全体で支える制度です。介護保険料は介護

が必要になった時に誰でも安心してサービスが利用できるようにするため
の大切な財源ですので、医療保険と同じく保険料が戻されることはありま
せん。

　

介
護
保
険
制
度
は
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
元
気
で
生
活
す
る
た
め
に
制

度
を
良
く
知
り
、
上
手
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
介
護
保

険
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
質
問

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ
（
そ
の
２
）

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ
（
そ
の
２
）

高
温
注
意
報
を
上
手
に
活
用
し
て
夏
を
乗
り
切
ろ
う

高
温
注
意
報
を
上
手
に
活
用
し
て
夏
を
乗
り
切
ろ
う

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

磐
梯
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
１
０
１

がんばろう！福島
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〔
ば
ん
だ
い
っ
子
ク
ラ
ブ
〕

　

７
月
９
日
（
土
）、「
ば
ん
だ

い
っ
子
ク
ラ
ブ
親
子
館
外
研

修
」
と
し
て
新
潟
県
立
自
然
科

学
館
に
行
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
25
名
の
参
加
が
あ

り
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
恐
竜

の
暮
ら
し
を
ジ
オ
ラ
マ
で
見
た

り
と
、
と
て
も
楽
し
く
活
動
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

〔
磐
梯
大
学
〕

　

６
月
30
日
（
木
）、
館
外
研

修
と
し
て
岩
手
県
の「
中
尊
寺
・

毛
越
寺
・
厳
美
渓
」
を
38
名
で

見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
日
帰

り
の
研
修
で
し
た
が
、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
平
泉
を
満
喫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〔
女
性
カ
レ
ッ
ジ
〕

　

７
月
10
日
（
日
）、「
あ
い
づ

ふ
る
さ
と
散
歩
」
と
し
て
恵
日

寺
の

住
職
を
講
師
に
下
郷

町
・
会
津
田
島
町
方
面
へ
行
き

ま
し
た
。

　

会
津
若
返
り
不
動
尊
で
あ
る

常
楽
院
で
は
「
四
苦
八
苦
の
語

源
の
由
来
に
つ
い
て
」
の
講
話
を

拝
聴
し
、
マ
リ
ア
像
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
奥
会
津
博
物
館
、
男

山
酒
造
を
回
り
、
塔
の
へ
つ
り
で

は
虚
空
蔵
菩
薩
を
祭
っ
て
い
る

洞
窟
内
で
住
職
さ
ん
の
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充

実
し
た
ふ
る
さ
と
散
歩
に
な
り

ま
し
た
。

＜９月の予定＞
  4 日（日） 町民体育祭
  7 日（水）  磐梯大学実技講座 2 回目
  8 日（木） 女性カレッジ（手芸）
14 日（水） 磐梯大学講話「救急法・実技講習」
  ※水消火器の使い方など
毎週木曜日 英会話教室

〔
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　

  

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
〕

　

７
月
19
日
（
火
）、

さ
ん
（
布
藤
）
を
講
師
に
第

一
小
学
校
５
年
生
が
「
そ
ば
の

種
ま
き
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
ば
の
実
を
は
が
き
ぐ
ら
い

の
面
積
に
５
〜
６
粒
落
と
す
と

良
い
と
教
え
て
い
た
だ
き
、
真

剣
に
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

〔
公
民
館
図
書
コ
ー
ナ
ー
よ
り
〕

　

８
月
に
児
童
書
・
小
説
・
料

理
本
な
ど
約
１
０
０
冊
が
入
り

ま
す
。

　

ぜ
ひ
登
録
を
し
て
利
用
し
て

下
さ
い
。
貸
し
出
し
は
１
回
に

つ
き
３
冊
ま
で
２
週
間
借
り
ら

れ
ま
す
。

下水道接続で快適な暮らしを下水道接続で快適な暮らしを

お 知 ら せお 知 ら せ

わたしたちは、日常の生活や社会の活動の中でたくさんの水を使いますが、使用済みの水をそのまま自然

の中に流し続けると、川や海は汚れを増していき、やがては生活に必要なきれいな水を手に入れることが難

しくなることも想定されます。

いつまでもきれいな水を使うことができるためにも「下水道施設」が必要なのです。下水道施設は、汚れ

た水を下水管を通して処理場に集め、科学的・衛生的に処理し、きれいな水によみがえらせる重要な働き

をします。

下水道のしくみ

◆問い合わせ先
　役場建設課 下水道グループ　☎0242-74-1218

　自然環境を守り、快適な生活環境づくりと水質汚濁防止を進めていくうえでも、下水道への接続にご
協力をお願いします。

たくさん歩いてたくさん笑って…
とても楽しい研修でした

上下逆に見えたり、軽くなったりと
不思議がいっぱいでした

全員で記念撮影です。暑い１日でした !!

和やかに楽しく活動してきました皆、無言で種まきを…真剣です

下水道を利用するには、下水道に接続するために排水設備工事が必要になります。
（下水道法では供用開始後、３年以内に接続することが必要とされています。）

① 指定工事店を決め、まず見積もりを依頼する
② 金額、工法、工期が決まれば指定工事店へ依

頼する
③ 町へ指定工事店から工事内容について審査の

依頼をする
④ 町は施工基準にあっているか書類審査をして

工事の着工を許可する
⑤ 工事が終われば、指定工事店から町に工事の

完成届を提出する
⑥ 完成届受理後、町の職員が申請どおりに施工

されているか完了検査を行う
⑦ 検査合格後、検査済証が交付されて工事代金

の支払いとなる

下水道が整備されると
みんなの家庭排水は終末処理場に集められ、きれいな水に再生されます

下水道に接続するには ?

指定工事店が
工事を実施

指定工事店に
工事を依頼
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◆問い合わせ先
　役場町民課 生活環境グループ　☎ 0242-74-1215
　会津若松年金事務所　☎ 0242-27-5321

20 歳を迎えると、様々な権利とともに義務も生まれます。国民年金に加入することもその一つです。

皆様方の中には、「年金なんて先のことだから関係ない」なんて思っている人はいませんか ?

国民年金は、日本に住んでいる20 歳から60 歳までのすべての人が加入して、やがて誰にも訪れる老後

の所得保障だけでなく、障害や死亡といった不慮の事故などにより私たちの生活の安定が損なわれることの

ないよう、みんなで前もって保険料を出し合いお互いを支え合う制度です。

また、少子高齢化が進行し現役世代の負担が年々増加していますが、基礎年金の半分は国庫負担で賄わ

れているため、現在 20 歳の方も納付した保険料以上の年金が受け取れます。さらに賃金や物価の変動に

合わせて年金額が改定されますので、大変有利です。ただし、加入の手続きや保険料の納め忘れがあると

年金が受け取れないこともありますので、「あのときに…」と後悔する前に必ず国民年金の加入手続きを取り

ましょう!

なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合は、「学生納付

特例」や「若年者納付猶予」など保険料の支払いを猶予する制度がありますので、

町役場町民課で国民年金の加入手続きと併せて申請してください。

20歳になったら「国民年金」20歳になったら「国民年金」

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ

- みなさんが救命リレーの選手です！
命の連鎖 -

　大切な命を救うためには、みなさんの早い
１１９番通報と早い応急手当が重要です。
　応急手当の詳しい内容については講習会を実施
していますので、消防署までお問い合わせくださ
い。

防ごう !熱中症
・日よけ対策
・適度な休憩
・水分、塩分補給

- 熱中症を防ぐために
必要な対策 -

もしも、熱中症に
　なってしまったら…

◆問い合わせ先　猪苗代消防署 磐梯出張所　☎ 0242-73-3100

地デジ視聴について巡回訪問します地デジ視聴について巡回訪問します

◆問い合わせ先
　役場政策課　政策グループ　☎ 0242-74-1211

補助対象システム
　住宅の屋根等への設置に適した低圧配電線
と逆潮流有りと連系した発電システムで、太
陽電池モジュールの最大出力値が２キロワッ
ト以上であること。また、電力会社と電灯契
約及び余剰電力の販売契約を締結することが
できるものであること。

補助対象となる方（下記の条件を全て満たす方）
・ 町内に住所を有する方、または発電システム
設置完了時に住民登録される方

・ 町税を滞納していない方
・ 自ら居住する町内の住宅に発電システムを設
置される方

・ 申請年度内に発電システムの設置または発
電システム付き住宅（未使用のものに限る。）
の購入が完了できる方

補助金額
　出力１キロワット当り、６万円（最大 24 万円）

補助枠
　平成 23 年度は総額 120 万円
　（※　先着順で審査のうえ決定）

申請方法
　所定の補助金交付申請書に必要事項を記入
のうえ、必要書類を添えて政策課に提出願い
ます。
　なお、申請書は役場政策課にありますので、
不明な点などがありましたら、お気軽にお尋
ねください。

　福島県のアナログ放送は、来年 3 月 31 日に終
了しますので、地デジのご準備をお急ぎください。
　デジサポ福島では、下記の期間、磐梯町内を地
デジアドバイザーが巡回訪問をおこないます。地
デジのお困りごとについて、お気軽にご相談くだ
さい。
巡回日程
　8 月 15 日（月）～ 8 月 19 日（金）
内容
　デジサポカーにて地域巡回での総合相談
　 「訪問相談」、「簡易調査」、「各種申請の手続き

支援」など

◆問い合わせ先
　デジサポ福島　☎ 024-505-1010
　受付時間 平　日　9:00 ～ 21:00
　　　　　 土日祝　9:00 ～ 18:00

　磐梯町では、地球温暖化対策と自然と人間が共生できるまちづくりを推進するため住宅に太陽光発電

システムを設置する方または同システムを設置した住宅を購入する方に費用の一部を補助します。

再生可能エネルギーの推進で
家庭から低炭素社会の実現への一歩を !

◆問い合わせ先
　（社）福島県栄養士会 会津支部
　☎0242-39-7872・FAX0242-39-7805（平日17:00まで）

「チェルノブイリからふくしまへ」講演会開催「チェルノブイリからふくしまへ」講演会開催
開催日時
　8 月 28 日（日）10:30 ～ 12:00
開催場所
　コミュニティ施設ピカリンホール　
　（会津若松市北会津町中荒井字諏訪前 11）
　☎ 0242-58-2211
講演テーマ
　「チェルノブイリからふくしまへ」
　原発事故の現状把握と日常生活の留意点について
講師
　認定 NPO 法人 日本チェルノブイリ連帯基金
　神谷 さだ子 氏
備考

入場無料ですが、事前に参加人数の報告が必
要です。詳細は下記にお尋ねください。
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自衛官等の募集について自衛官等の募集について

●心からお悔やみ申し上げます。
 氏 名　 行政区 年齢

おくやみおくやみ

 7/ 7 　本 寺 42歳
 7/13 　大 寺 三 区 82歳
 7/24 　上 西 連 72歳

（7月期　敬称略）

税金にかかる課税及び納付日の延長について税金にかかる課税及び納付日の延長について

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況
（平成 23 年７月末現在）

8月31日（水）

町 県 民 税（第2期）
介 護 保 険 料（第2期）
後期高齢者医療保険料（第1期）

お忘れなく！

○お誕生おめでとうございます。
 氏 名　 性別 保護者名 行政区

おめでたおめでた

 6/30 　 男    更 科 団 地
 7/24 　 女  一 の 沢

◆問い合わせ先
　会津若松税務署　☎ 0242-27-4311

- 個人住民税の定期課税の延期について -
　県内で事業を営んでいる方を対象とした個人事
業税は、通常 8 月 31 日（第 1 期分）までと、11
月 30 日（第 2 期分）までの 2 回に分けて納付す
ることになっていますが、今年度課税分について
は東日本大震災に伴う納期限等の延長措置によ
り、納税通知書の発付を延長しています。
　具体的な課税の時期については、確定次第お知
らせします。詳しくは、会津地方振興局県税部ま
でお問い合わせください。
◆問い合わせ先
　会津地方振興局県税部　☎0242-29-5251

- 振替納付日延長のお知らせ -
　今回の震災により、国税の申告・納付等の期限
が延長されたことに伴い、平成 22 年分申告所得
税確定申告分、個人事業者の消費税確定申告分の
振替納付日が延長されています。
　延長後の振替納付日については、決定次第お知
らせします。

募集種目 資格 受付期間 試験期日 最終合格
発表 入（校）隊 待遇その他

航空学生 高卒（見込含）
21歳未満の者

8月1日
～ 9月9日

※1

1次 
　9月23日
2次 
　10月15日～ 20日
3次
　11月12日

～ 12月15日

平成24年
1月20日

平成24年
　3月下旬

～ 4月上旬

入隊後約6年で3
等海・空尉

一般曹候補生 18歳以上
27歳未満の者

8月1日
～ 9月9日

※1

1次
　9月17日　
2次
　10月6日～ 13日

11月10日
平成24年
　3月下旬

～ 4月上旬

入 隊 後2年9月 経
過以降選考により
3等陸・海・空曹

自衛官候補生
（男子）

18歳以上
27歳未満の者

年間を通
じて行っ
ています

※1

受付時にお知らせし
ます

※2

合格発表日
は試験時に
お知らせし
ます

採用予定通
知書でお知
らせします。

所要の教育を経
て、３ヶ月後に2
等陸・海・空士に
任用陸上（技術系
を除く）は1年9 ヶ
月、陸上（技術系）・
海上・航空は2年
9 ヶ月を1任期と
して任用（以降2
年を1任期）

自衛官候補生
（女子）

18歳以上
27歳未満の者

8月1日
～ 9月9日

※1

9月25日～ 28日
※ いずれか1日を指

定されます
11月10日

平成24年
　3月下旬

～ 4月上旬

※１  平成 24 年 3 月中学校・高等学校卒業予定者、中等教育学校前期課程修了予定者または中等教育学校
卒業予定者の受付については、上記表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降
に実施します。

※ 2  平成 24 年 3 月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として
平成 23 年 9 月 16 日以降に行います。

◆問い合わせ先
　募集コールセンター　フリーダイヤル☎ 0120-063792　ナビダイヤル☎ 0570-045818（携帯電話）
　受付時間 12:00 ～ 20:00

ともし火と仏教声楽の夕べともし火と仏教声楽の夕べ
- 夏の夕暮れ、ともし火の中で幽玄な声明をご堪能ください -

日時
　平成 23 年 8 月 21 日（日）

　午後 6 時 30 分から

場所
　史跡慧日寺跡 金堂前石敷き広場

観覧料
　県民の日により入場・観覧無料

主な内容
　燈明具の点灯式（午後 6 時 30 分～）
　三宝会による声明の公演（午後6時50分～）
　※  声明（ｼｮｳﾐｮｳ）とは、「梵唄」（ﾎﾞﾝﾊﾞｲ）とも言い、仏教の儀式・法要で唱える一定のリズムと音律
を持った古典的な声楽のことで、その起源は数千年前のインドで始まり、わが国へは仏教伝来と共
に伝播し整備されてきました。単に宗教音楽としてだけではなく、日本音楽の原点として注目され、
伝統音楽としてその芸術性が高く評価されています。

◆問い合わせ先
　磐梯山慧日寺資料館　☎ 0242-73-3000
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再生紙を使用しています。

みんなのひろばみんなのひろば

今月の作品
皆さんからの投稿を
お待ちしています。
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百
円
で
神
さ
ま
の
声
聞
い
て
く
る 　今年の夏は役場に「緑のカーテン」がお目見え。「緑

のカーテン」とはゴーヤやヘチマのような、つる性の植
物を窓際に這わせて日陰をつくることで、室温の上昇を
防いでエアコンの使用効率を上げ、エネルギー節減の効
果が認められることから、全国的な広がりをみせていま
す。
　磐梯町でも６月８日にゴーヤの苗を植えたところ、８
月上旬には約３メートルを超える高さまで成長し、役場
庁舎南側の窓を覆い隠すように茂っています。
　こうした取り組みは、東日本大震災により夏場の電力
不足が予想されるため、今まで以上に節電への取り組み
が求められることを受けたものです。
　役場では、「緑のカーテン」以外にも室内照明を LED
照明に随時転換をはかったり、冷房を使用する際には設
定温度を高めにするなどの省エネ活動に取り組んでいま
す。その結果、電気使用量を昨年同月に比べて約 16％
ほど削減することに成功しました。

役場庁舎南側窓に設置された緑のカーテン

ゴーヤの実も見事に実っています

役場に緑のカーテン役場に緑のカーテン
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